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番号 達成度 意見・要望・評価など
◎教員間での授業見学、意見交
換はよいことである。若手教員のﾚ
ﾍﾞﾙｱｯﾌﾟだけではなく、ﾍﾞﾃﾗﾝにも
相乗効果を生むと思われる。
◎能動的な学習態度を養うために
は、ICTの活用やｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞの
さらなる実践が不可欠である。
◎「ｽﾀﾃﾞｨｰｻﾌﾟﾘ」を用いた家庭学
習によって塾や予備校に通わずに
受験対策ができて助かっているの
で、さらに生徒の利用率を上げる
工夫が必要である。
◎新校舎の完成でPCルームが充
実したのは情報教育に追い風であ
る。

◎大学は多様な生徒の入学を求
めているため、大学見学や大学模
擬授業などの実施により生徒と大
学のミスマッチを避けることは重要
である。
◎日商簿記上位級取得などの成
果を収めた先輩たちの、在学中の
取り組みや進学先などについて、
入学後の早期に生徒たちへ周知さ
せることにより、学習や進路に対す
るﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝを高める効果が期待
できる。

◎通学路の安全対策（対自動車）
には警察の協力も必要であるの
で、引き続き協力関係を維持して
ほしい。
◎自転車通学者に対する動画配
信は効果的だと思うので、今後も
継続を望む。
◎教員と生徒の距離が近いのは悪
いことではないが、一定の厳しさも
必要である。
◎生徒用個人ﾛｯｶｰの破損が目立
ち、ｹｶﾞなどにつながる恐れがある
ので改善を望む。

◎コロナ禍ではあるが、感染対策
を施しての文化祭や宿泊行事の実
施は生徒にとっても有益である。
◎ハワイ短期留学中止にともなうリ
モートプログラムは現地実施に比
べれば当然物足りないが、異文化
に触れるきっかけになったことは間
違いない。
◎基本的生活習慣の確立と人格
の陶冶については、生活指導に偏
りがちな点は是正すべきである。

◎直近の入試において受験者数と
入学者数が大幅に増加したが、新
校舎完成や新制服制定といった一
時的な効果に頼ることなく、教育内
容のさらなる充実を図るなどして継
続してもらいたい。また、他校の動
向による影響もあると思うので、状
況を見極めて対策をとるべきであ
る。

２０２２年度　　学校自己評価シート（浦和実業学園高等学校）

目指す学校像 ｢実学に勤め徳を養う｣（校訓）に則り、円満な人格、健康な身体、豊かな教養を備え、勤労と責任を重んじる国家社会の有為な形成者を育成する。

重　点　目　標

１　学力の伸長（授業の充実と家庭学習の習慣化、能動的な学習態度の涵養） 達

成

度

ほぼ達成　（８割以上）

２　自己実現のための進路指導の充実（進路実績の向上・高大連携への対応） 概ね達成　（６割以上）

３　徳育の推進（基本的生活習慣の確立と人格の陶冶） 変化の兆し（４割以上）

４　実学の実践（学校行事の充実と地域社会との連携） 不十分 　　（４割未満）　

５　生徒募集活動の充実（志願者数の増加と募集定員の確保）

学　　校　　自　　己　　評　　価
年　度　目　標 ２０２２年度　評　価

現状と課題 具体的方策 達成状況 次年度への課題と改善策
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○本校は普通科5ｺｰｽ(除一貫)、商業科2ｺｰｽあり、幅広い学力
層の生徒が各々目標を定め学習に取り組んでいる。生徒の理
解度には個人差があり目標も異なるので、各生徒の意欲や能
力を把握し、ｺｰｽの特色を活かした学習指導が必要である。
○学力の三要素「①知識・技能」「②思考力・判断力・表現力」
「③主体性を持ち多様な人々と協働して学ぶ態度」の育成を目
的とした学習が必要なことが新学習指導要領にも記載されてい
る。これらを生徒に身に付けさせるためには、ICT教育やｱｸﾃｨ
ﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞﾞを今まで以上に前面に押し出した授業や生徒が自ら
考え行動できる教育環境作りが必須である。
○教員のｽｷﾙｱｯﾌﾟへ向けた校内外研修はこれまでも組織的に
実施しており、引き続き内容を精選して行う必要がある。
○ｺﾛﾅ禍で欠席者が多いｸﾗｽや学級閉鎖のｸﾗｽへﾘﾓｰﾄ授業
や「ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ」「Classi」を利用した課題配信を行った。これに
より家庭学習の様子が分かり、今後の改善すべき指導方法（課
題の質や量など）についても再確認することができた。

○授業や定期考査はもちろん、小ﾃｽﾄや単元ﾃｽﾄ、模擬試験、休業中の課題等を通し
て各生徒の理解度を正確に測り、それ応じた学力伸長を図る。
○新学習指導要領をふまえ、選定した新ｶﾘｷｭﾗﾑ用の教材を有効に使い、iPad等を用
いた授業（ICT教育）を積極的に行う。
○2018～2020年度に実施した第三者授業診断で得た「授業観察のﾎﾟｲﾝﾄ」を活かし、
昨年度の校内研究授業は教科や学年の垣根を越えた「授業相互見学」として実施し
た。iPadを用いたICT教育や生徒の主体性を伸ばすｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ等、今後の学習活
動に必要な点や改善すべき点を教員が互いに知る良い機会となったので、今年度は
授業見学の期間を昨年度よりも長く設定し、実施する。
○「授業ｱﾝｹｰﾄ」を実施し、生徒の意識を理解したうえで授業改善につなげる。また、
生徒自身の授業に取り組む姿勢についても再確認させる。
○課程・ｺｰｽに応じた学習課題を日常的に与え、授業内容を補完するとともに、家庭学
習の習慣を身につけさせる。また家庭での学習をより充実させるため、「ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ」
「Classi」を用いて学習課題を配信し、確認ﾃｽﾄ等を実施する。さらに担任および教科担
当者が個々の学習状況（学習時間や到達度等）を把握し、学習指導を効率良く行う。

○今年度の新入生から始まった新学習指導要領について、昨年度より各教科会議で検討し、作成してきた観
点別評価の方法を含むｼﾗﾊﾞｽをもとに学力の三要素「①知識・技能」「②思考力・判断力・表現力」「③主体性
を持ち多様な人々と協働して学ぶ態度」の育成を目指して学習指導を行ったことで、生徒の学習意欲や学力
の向上につなげることができた。
○2020年度まで行っていたｴﾃﾞｭﾌｨｰﾙﾄﾞの光延栄治氏による第三者授業診断で得た「授業観察のﾎﾟｲﾝﾄ」を
活かし、昨年度同様、校内研究授業を代表者のみが授業を行う形式ではなく、2021年10月～2022年2月まで
の約5ヶ月間という期間を設け、学校全体で教科や学年の垣根を越えた「授業見学」として実施。iPadをはじめ
とするICT機器を用いた授業や生徒の主体性を伸ばすｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ等、今後導入される観点別評価のﾎﾟｲ
ﾝﾄとなる取り組みについて互いに見学することで参考点や改善点を見つけ、より良い授業を目指すべく実践し
た。
○授業ｱﾝｹｰﾄ（生徒対象）を11月に実施。集計結果をもとに各教科会議で協議し、授業改善につなげた。
○ｺﾛﾅ禍におけるﾘﾓｰﾄ授業や「Classi」や「ｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘ」等を用いた家庭学習課題配信等がきっかけで家庭学
習の習慣が身に付いた生徒も多く、教員もこれらのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを利用した学習指導のｽｷﾙが向上し、生徒一
人ひとりの学習状況の把握も効率よく行うことができた。

Ｂ

●教科会議で2022年度新入生から導入される観点別評価方法及び新学
習指導要領をふまえたｼﾗﾊﾞｽについて検討し、受け入れ準備を整えること
ができた。見直す必要が生じればｼﾗﾊﾞｽの内容を随時更新していきた
い。
●校内研究授業は昨年度から、一定の期間を設けて教員同士の「授業見
学」を行う形式に変更した。見学報告書には、ICT機器を用いた授業展開
や授業内のｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸの進め方等参考になったという感想が多く、非常
に好評であった。次年度は教員がより多く、そして他教科の授業にも積極
的に見学できるように検討したい。
●授業改善のために生徒の意見を直接聞ける授業ｱﾝｹｰﾄは非常に効果
的であった。現在はｱﾝｹｰﾄ用紙を用いて行っているが今後は集計の効率
をあげるためClassiを用いた実施も検討したい。
●Classiやｽﾀﾃﾞｨｻﾌﾟﾘを有効に使うことで生徒の家庭学習状況の把握やｺ
ﾛﾅ禍での課題配信等が効率良くできたので次年度も有効に活用したい。
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○21年度卒業生（22年3月卒業）の進学状況は、国公立大学、
私立大学の現役合格者数が昨年度より増加。特に国公立大学
は15名と昨年度の6名から実績を大きく伸ばすことができた。こ
れは丁寧な進路指導の結果であり、特進部だけでなく選抜α・
選抜・進学ｺｰｽからも有名私立大学に多数の合格者を出すこと
ができた。本校のような大規模校で進路指導を行うと学年単位
の指導になりがちで、実績が安定しない傾向も見受けられる
が、20,21年度と増加傾向が続いている。今後も実績を残すた
めにも学年内の「横の連携」はもちろん1～3学年の間で「縦の
連携」を継続的に行うことが重要である。
○進路目標を達成するには生徒自身が自己の特性を把握し、
早期に目標を設定する必要がある。そのためにコロナ禍ではあ
るが、本校進路指導担当者と学年が協力し、講演会等の進路
への意識を啓発する行事を組んだり、上級学校と連携し見学
会等を企画して学校を知る機会を多く作る必要がある。
○授業を補完して学力向上を図るために課外の進学補習講座
を充実させる。また、進路目標達成の一助となるよう、普通科・
商業科ともに各種検定の取得を推し進めたい。

○学年進学係と本校進路指導担当が連携し、ｺﾛﾅ対策を徹底しての外部講師による
進路講演会や大学見学会、進学意識を喚起する行事を企画する。
○二者面談等を通して生徒の適性や進路目標を把握し、学力や適性に応じた進路指
導を行う。あわせて、大学の入試説明会や予備校の進路指導研究会等（ｵﾝﾗｲﾝ形式
含む）に積極的に参加し教員のｽｷﾙｱｯﾌﾟを図る。
○三者面談を実施して保護者と生徒の意思を確認し、進路目標実現に向けて協力関
係を構築する。
○単年度の指導にならないように各ｺｰｽで成績や進路の目標を具体的にを設定し、担
任と教科担当が同一見解のもとに学習指導・進路指導を展開する。実績の継続のため
に各学年・ｺｰｽで連携するのはもちろん、学年を越えた教員の縦の連携を図る。
○大学等の入試形態が多様化しているため、学校推薦型選抜、総合型選抜を希望す
る生徒に対し、「入試内容の確認」「小論文や検定級取得対策」「模擬面接」への主体
的な取り組みを促す。同時に一般型選抜に備えた受験科目の学習も並行して取り組む
よう指導する。
○一般型選抜受験者に対しては、「志望校選び」「受験までの学習計画」をしっかり立
て、最後まで諦めずに取り組むように指導する。
○進学補習講座や検定対策講座の積極的受講を促す。また、各学年で自習室（自習
できる場所）を準備し、生徒の質問に対応できる環境作りを行う。

○進路講演会などの行事を各学年と進路指導室が連携して実施し、1～2学期にわたって生徒の進路意識の
高揚を図った。主な具体的内容は次の通り。［ﾘﾓｰﾄ実施のものもあり］
【5月】大学講義体験会(商業2年)・志望理由書実践講座(商業3年)【6月】大学入試研究会(特進部3年)【7月】
進路講演会(選進1年)・上級学校説明会(選進3年)・大学見学会(選進3年)・大学合同説明会(選進2年,商業2
年)・商業科の学び(商業1年)【10月】ｷｬﾘｱｶﾞｲﾀﾞﾝｽ(選進1年,商業1年)・ｴｺﾞｸﾞﾗﾑ分析報告会(商業1,2年)・探究
学習講演会(特進部1年)・探究学習発表会(特進部1年)【12月】上級学校体験会(選進2年,商業2年)・上級学
校説明会(選進1年,商業1年)
○進路に関する教員研修を4月に実施。その後、普商別の分科会も実施した。7月には新任教員向けの進路
指導研修を実施。各大学や予備校などの外部業者の進路情報は、進路指導室が集約・選択して教員へ配信
し、生徒へﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸした。
○三者面談を3年生中心に実施した。商業科3年は推薦希望者が多いために７～8月に実施、普通科は進路
希望別に随時実施。保護者への進路情報の提供および意思の疎通を図った。
〇放課後実施している進学補習講座は、1年生10講座、2年生12講座、3年生19講座を開講した。また、夏季
休業中には成績不振の生徒に対する補習も実施した。
○検定試験について積極的に取り組むように促し、合格に向けた補習だけでなく、各教科の教員が個別指導
を行い、現在までに日本実用英語検定では準1級に２名、2級に６４名、準2休に115名が合格し、日商簿記検
定では2級に7名、3級に32名が合格した。

Ｂ

●今年度の大学現役合格者数（一貫部除く）は【国公立】9名、【早慶上
理】3名、  【GMARCHT】32名、【日東駒専】113名、【大東亜帝国+拓殖】
294名、【芝浦工業・東京電機・工学院】39名、【成成明國武＋獨協・文教】
107名であった。合格者数は昨年度より飛躍的に伸び、3倍以上増加して
いるケースもある。多様化する受験形式やｺﾛﾅ禍の中、特進部は勿論、各
ｺｰｽの教員が生徒一人ひとりに合った進路指導を丁寧に時間をかけて行
い、生徒がそれに応えてくれた結果である。進路指導研修会において、
入試状況の分析をし、進路指導の更なる充実を図っていきたい。
●普通科の大学現役合格者数（除一貫部）は【国公立】3名、【私立】1269
名と大幅に増加した。選抜α・選抜・進学ｺｰｽからも【早稲田】1名【明治・
立教・法政】17名（昨年8名）、【日東駒専】76名、【東京四理工】18名（昨年
7名）を含む多くの現役合格者を出すことができた。入試方式別の割合を
昨年度と比較すると、総合型・学校推薦型選抜15%→12%、一般選抜（共
通ﾃｽﾄ利用方式含む）83%→88%とそれぞれ変化した。この数値は最後ま
で諦めずに一般受験合格を目指す指導を徹底して行ってきた結果であ
る。特に今年度は3月まで受験させる意識を生徒・保護者に共有し、37出
願中18の合格を勝ち取った。今後は理系難関大学で実績を残せるよう英
語はもちろん数学・理科の強化にも力を入れる必要がある。
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○登下校時のﾙｰﾙやﾏﾅｰ(自転車通学を含む)は継続的に指
導している。今後も交通安全指導と共に社会の一員としての自
覚を備え、責任ある行動を取れる生徒の育成に努めたい。
○新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染防止に配慮した登下校のあり方を状況に
応じてその都度検証し、然るべき指導を実施していく。
○挨拶の励行や身だしなみを整えることは高校生としての品格
を高め、自覚を促す上で重要である。また生活習慣の乱れによ
る遅刻者には、改善に向け個別指導を行う必要がある。
○問題行動の未然防止と早期発見のため、教員は常に生徒理
解に努め、適切な指導を行わなければならない。
○部活動は心身の鍛錬と個性の伸長を図ると共に共感的人間
関係を育成するためにも大きな意味合いを持つ。生徒の自主
性を尊重しつつ、活気ある学校づくりへの一助としたい。
○重大事件につながる危険性の高い薬物乱用やSNS上の「出
会い系」「詐欺」ｻｲﾄ等については特に関係機関や専門家の知
見を活用した指導も有効である。
○安全で安心な学校環境の保持のため、教員は常に生徒の状
況把握に努める必要がある。「いじめ」「体罰」に関するｱﾝｹｰﾄ
やLHRにおける「自殺防止指導」の実施などにより生徒の生命
や人権が侵されることのないよう十分な措置を講じる必要があ
る。併せてｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰを積極的に活用して、生徒・教員が相
談しやすい体制の整備にも努めるなければならない。

○登下校時の生徒の安全確保とﾏﾅｰ向上のため、登校時8ｶ所、下校時5ヵ所に教員を
配置し指導に当たると共に、各ﾎｰﾑﾙｰﾑや集会においても生徒に「公共人」としての自
覚を持たせる指導を進めていく。
○ｺﾛﾅ感染や熱中症防止のため、生徒にﾏｽｸの適切な着用を指示する。
○ｵｱｼｽ精神に基づいた言動を実践させるべく、各ﾎｰﾑﾙｰﾑや部活動、委員会活動を
より活性化させ、実効あるものとする。
○基本的生活習慣の確立のため毎朝校門で遅刻生徒に対する指導を行い、さらに必
要に応じて保護者の協力も求めつつ改善に向けたより効果的な指導を行う。
○問題行動の防止と早期発見の観点から、昼休み時間等に校内の巡回指導を学年単
位で実施する。
○教員は生徒に対し、部活動への参加を呼びかけると共に、生徒がより意欲的に活動
できる環境づくりに努める。
○薬物乱用、SNSに関する問題等については外部より専門家等を招くなどして全校的
に指導を行う。
〇自殺防止指導を学年単位でLHR計画に組み入れ定期的に実施する。
○「いじめに関するｱﾝｹｰﾄ」(6･11月)と「体罰に関するｱﾝｹｰﾄ」(9･2月)を実施し、事実確
認と適切な対応を迅速に行う。
○頭髪･服装等の整容指導、言葉遣いや生活態度に関する指導及びいじめや差別を
含む人権教育に関わる指導については学校生活のあらゆる場面で恒常的に行われる
べき教育活動であり、生徒指導部を中心にさらに議論を深めつつ、全ての教員が一致
協力して実践していく。
○生徒の実態把握のため、特に学級担任は「ｽｸｰﾙﾗｲﾌ」や「Classi」を有効活用する。

〇登下校の交通ﾙｰﾙとﾏﾅｰ向上のため、登校時8ヶ所、下校時5ヶ所に教員を配置し、通学路指導を継続的
に実施した。また交通安全指導として自転車通学者に対しては並走の禁止、雨天時の雨合羽着用指導、ｽ
ﾏｰﾄﾌｫﾝ・音楽機器等の使用による「ながら運転」に関する指導を継続的に行うと共に、1年生向けに交通安全
及び自転車ﾏﾅｰに関する動画を配信し、各ﾎｰﾑﾙｰﾑにて視聴指導を行った。
〇数年来の浦和警察署による「自転車ﾏﾅｰｱｯﾌﾟ推進校」の指定に加え、本年7月には埼玉県警察より「自転
車盗難被害防止ﾓﾃﾞﾙ校」に指定され、ﾓﾗﾙ教育及び防犯教育に取り組んだ。
〇遅刻者に対する指導を毎朝校門付近において実施し、基本的生活習慣の改善を促した。
〇登校時に各ｸﾗｽ生活委員による「ｵｱｼｽ運動」の実践、及び身だしなみに関する呼びかけを行った。その成
果もあってか、自発的に挨拶をする生徒が多くなった。
〇昼休みを中心に校内巡回指導を実施し、ｺﾛﾅ対策徹底の呼びかけや問題行動の未然防止に努めた。
〇新入生に対して特に部活動への加入を促している。全体加入率はここ数年70％程度で安定している。
〇夏季休業直前の7月中旬に埼玉県保健医療部薬務課の協力の下、薬物乱用防止のための全体指導を実
施した。また「いじめに関するｱﾝｹｰﾄ」を7月・12月に、「体罰に関するｱﾝｹｰﾄ」を10月・2月(予定)のそれぞれ年
間2回行い、実態把握と問題の未然防止に努めた。
〇全学年ともﾎｰﾑﾙｰﾑ活動の中に年間2時間の「自殺予防ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」を組込み、個人の尊重と命の大切さにつ
いて考察する機会とした。
〇情報ｾｷｭﾘﾃｨｰ教育の一環として1年生を対象にKDDI制作の動画教材を用いた「ｽﾏﾎ・ｹｰﾀｲ安全教室」の
実施を12月下旬に予定している。
〇頭髪・服装等の身だしなみ指導を学年やﾎｰﾑﾙｰﾑを単位として継続的に行った。

B

●生徒の登下校時のﾏﾅｰに関する苦情が、一定数寄せられている現状
は変わっていない。今後も各所に教員を配置するとともに、教員自らが積
極的に挨拶やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝをとる必要がある。その上で、ｵｱｼｽの精神の
啓蒙が肝要である。
●自転車通学者のｽﾏﾎやｲﾔﾎﾝを利用しながらの運転や一時不停止、無
施錠のままの駐輪など改善の余地がある。厚生安全指導係を中心に、指
導を徹底する必要がある。
●ｺﾛﾅ禍以前に年間を通じて実施していた全ｸﾗｽ対象の通学路清掃を、
地域貢献の観点からも次年度は再開したい。
●来年度新入生から制服が新しくなることに伴い、指導するﾎﾟｲﾝﾄなどを
教員間で周知する必要がある。また、今後も頭髪・服装の整容指導にお
いては、適切な言葉と姿勢を心掛けｱﾝｶﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄに留意しながら行っ
ていきたい。
●より良い教育環境づくりのために、薬物乱用防止などの非行防止指導
をはじめ、いじめや体罰防止のための指導やｱﾝｹｰﾄを今後も定期的に実
施していく。

4

〇例年各種の校外行事(ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝｷｬﾝﾌﾟ･ﾊﾜｲ短期留学･課
題研究)を実施し、それぞれの目標達成に努めてきたが、一昨
年度来の新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染状況を考慮して今年度もﾊﾜｲ短
期留学は中止とした。これに代わる取り組みとして昨年度同様ﾘ
ﾓｰﾄ授業を実施している。また課題研究については昨年度並
みに期間の短縮や分散等の工夫を凝らし、実施を予定してい
る。
〇文化祭・体育祭は全校生徒が一斉に参加する大規模な学校
行事として重要である。ｺﾛﾅの状況を見極めつつ、できる限り完
全な形で実施できるよう準備を進めていく。
〇さいたま市などの行政機関や警察署等が主催する各種のｷｬ
ﾝﾍﾟｰﾝ･取り組みは地域との結びつきを考える上で重要な催し
であるが、ここ2年間はｺﾛﾅの影響により、全てが中止となった。
今年度実施の見通しが立つようであれば、参加を検討したい。

〇ﾊﾜｲ短期留学の中止に伴い、「総合的な探求」の時間としてUHCとのﾘﾓｰﾄによる英
会話ﾚｯｽﾝや異文化体験を代替措置として実施しているが、何らかの形での校外宿泊
行事が実施できればとの考えから、感染対策を徹底したうえで3年生は5月に神戸・大
阪方面への「学習旅行」を普通科3班、商業科2班の計5班編成で実施した。
〇過去2年間実施できなかった1年生の「ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝｷｬﾝﾌﾟ」は普通科3班、商業科1
班の計4班編成で実施することができた。場所・内容を新たにした本行事においては生
徒の高校生活に臨む期待感が感じ取られ、今後の指導に資するところ大であった。
○大丸松坂屋上野店での課題研究(商業実習)はｷｬﾘｱ教育の一環として非常に有為な
ため、期間を短縮してｸﾗｽを数ｸﾙｰﾌﾟに分け、松坂屋担当者からのﾚｸﾁｬｰを本校で行
うなどの工夫のもとに実施の方向で検討している。
○文化祭・体育祭については公開も視野に入れつつ、従来の形に可能な限り近づけた
形態での実施を考えており、ｸﾗｽ・部活動を単位とした全校生徒参加による催しとして
実施できるよう検討している。
○外部機関や団体が主催する各種のｷｬﾝﾍﾟｰﾝ行事については生徒の安全を十分に
考慮した上で可能であれば、参加希望生徒を派遣したい。

〇3年ぶりの新入生対象ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝｷｬﾝﾌﾟは、生徒相互の親和と教員による生徒理解の良い機会となった。
〇ｺﾛﾅ禍で入学以来宿泊行事のない3年生は1学期に関西学習旅行を、商業科2年生は2学期に沖縄教育旅
行を実施、高校生活に貴重な一頁を刻むことができた。普通科2年生は3学期に九州教育旅行を実施予定。
〇ﾊﾜｲ短期留学はｺﾛﾅ禍により全面的に見合わせたが、代替措置としてとしてUHCﾈｲﾃｨﾌﾞｽﾀｯﾌとのﾘﾓｰﾄ授
業を実施し、その実を挙げている。。
〇ｺﾛﾅ禍により実施が懸念されていた課題研究(商業実習)は、大丸松坂屋上野店の協力を得て商業科2年生
情報進学ｺｰｽの生徒を対象に7月期・1月期(予定)の2期に分け、実習期間を短縮しながらも実施することがで
き、生徒には平素教室では経験することのできない様々な職業体験を通して自身のｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝについて考
察する良い契機となった。
〇文化祭は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響を考慮し、来場者数及び企画内容に制限を設けた上で9月10日(土)・11日
(日)の2日間に亘って開催した。生徒会が中心となって企画・構成を行い、中学校は3学年、高校は58クラス、
部活動は22団体が参加し、販売・展示・ｽﾃｰｼﾞ発表ともに創意工夫が見られ、非常に盛況であった。
〇２年間見送られた体育祭は9月下旬、学年ごとに日程を分散させ、種目を削減して開催することができた。
従前よりも縮小しての実施であったが、生徒にとっては文化祭と共に「クラス」を意識できる貴重な場となった。
○9月に行われた芸術鑑賞会では演者のﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽが素晴らしく、多くの生徒の耳目を惹いた。
〇3年振りの実施となった11月の弁論大会ではいずれも優れた弁論が披露され、全校生徒の感心を得ると共
に各自が身の周りの事象について考える良い機会となった。

A

●3年ぶりに実施したｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝｷｬﾝﾌﾟの成果を踏まえ、新たな取り組み
を立案、構築し、これまで以上の教育効果を期して実施に臨む必要があ
る。
●文化祭は、来場者数や企画内容に制限を設けた上で二日間実施した
が非常に好評であった。来年度は、もう少し制限を緩和した形で二日間で
の実施を前提に準備を進めたい。また体育祭については、規模を縮小し
た上で学年別に実施をしたが、来年度は全校生徒が一堂に会した本来
の体育祭を実施したいと考える。
●ｺﾛﾅ禍において見送られてきたﾊﾜｲ短期留学については、5月以降の5
類への引き下げを経て、期間を短縮した上で実施をしたい。再開に当
たっては生徒の安全を第一としながら、事前・事後の指導を徹底し、最大
限の教育的効果を引き出すための創意と工夫を常に念頭に置いて進め
ていくべきである。
●来年度ｽﾀｰﾄするｷｬﾘｱｱｯﾌﾟｺｰｽにおける課題研究については、事前・
事後の指導も含めて大丸松坂屋との細かな調整が必要である。

5

〇生徒募集活動は私立学校の存続の要である。21年度入試
以来、ｺﾛﾅの影響で入試説明会の定員減を続けているが、22
年度入試ではYou Tubeを用いた非来校型の説明会を併用す
ることで、予約が取れないなどの苦情は皆無であった。受験者・
入学者は前年21年度よりともに増加したが、20年度入試には及
ばないため、全在籍者数は減少している。常時一定の在籍数
を確保するには普通科、商業科ともに志願者数の増加が必須
であるが、中でも単願受験者数を増やすことが急務である。新
校舎の完成や制服の改定など、追い風となる要素を生かしてい
きたい。

○22年度入試では、説明会の当日欠席が後半になるほど増加、多いときは6%の欠席
率であった。個別相談のみの来場者も11月・12月は減少しており、早期に推薦を確保
したいという心理がｺﾛﾅ禍で強まっている。そのため23年度入試では通常の説明会を1
回減らして6回とし、12月の回を終業式後から第2週に前倒すと共に、個別相談のみの
回を3回新設する。そのうち2回を9月・10月の土曜日午後に、1回を12月の2学期終業
式後に設定することで形態や時間帯を多様化し、多数の来場者を受け入れたい。ま
た、昨年度の単願個別相談の待ち時間が長くなった反省を受け、担当者を増員して単
願希望者への対応を丁寧にしたい。
○22年度入試における中学校PTA来校や中学校での進路講演会の開催数は、緊急
事態宣言が6月まで続いたにもかかわらず持ち直した。今年はｺﾛﾅ禍が落ち着いてきた
ため、ほぼｺﾛﾅ禍以前に戻っており、PTAが土日に外部会場を借りて進路講演会を開
催するなど、新たな動きもある。

○「入試説明会」を全6回実施したが、ｺﾛﾅ禍による定員制限のため各回1,100名の定員が予約開始当日に埋
まってしまう状況であった。その補完のため昨年より動画での説明会も並行実施したが、12月8日現在で
12,000回もの視聴があり、2年目で少しずつ浸透してきた。今年度より新設した個別相談会のみの開催は、特
に10月の土曜日午後の回に相談者が集中して混乱をきたした。今後、10月は日曜日開催として終日個別相
談を実施することで混雑緩和を図りたい。
○中学校のPTA高校訪問は昨年の5校から10校と倍増。中学校へ赴いての進路講演会は15校と昨年と同数
であるが、そのうち2年生対象が5校あり、これも昨年と同数である。2年生対象はすべて2学期以降であり、各
中学校が早めの進路指導を意識しているとともに、保護者からの要望も強まっているようである。
○教育機関関係者・塾の先生方対象の説明会を9月にﾍﾞﾙﾋﾞｰ武蔵野で開催し、約100名の参加があった。
○個別相談会は、昨年中止の「私学ﾌｪｱ大宮」が開催されるなど、昨年の20件から23件に増加した。以前はｽ
ｸｰﾙ21・ｻｲｴｲｽｸｰﾙ・国大ｾﾐﾅｰなど県内大手塾の大規模な相談会が中心であったが、県内各地域に根ざし
た小規模の塾が説明会を開催するのが近年の傾向で、その一つ一つに地道に参加することも肝要である。
○北辰テストの動向は、11月前年比108％で、近隣私学では埼玉栄の110％に次ぐものである。

Ｂ

●2023年度入試志願者数は普通科2786名（前年+609）、商業科1042名
（前年-146）、合計で3828名（前年+463）であった。入学者数は普通科が
753名（前年＋310）、商業科が263名（前年＋24）、合計1016名（前年＋
334）の大幅増となった。早期の進学先確保のため単願希望者が前年度
より約160名増加し、新制服や新校舎の完成も入学者が増加した要因の
一つと考えられる。
●ｺﾛﾅ禍における制限が緩和されて、塾主催の外部説明会、PTA校内見
学会、中学校での進路講演会等、対面で本校教育活動をｱﾋﾟｰﾙする機
会が戻ってきた。今後もWEBでの説明会も継続し、他校の取り組み等も参
考にしながら、本校の魅力を伝えていきたい。


